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広島国際大学（学長：焼廣益秀）リハビリテーション支援学科義肢装具学専攻学生

による『義肢パーツ再生』プロジェクト（※）は２月９日、かつて激しい内戦を経験

したアフリカのルワンダで、義肢を必要とする人々に無償で提供する活動を続けるＮ

ＧＯ団体「ムリンディ・ジャパン・ワンラブ・プロジェクト」代表のルダシングワ夫

妻による講演会を開催します。講演後、夫妻は『義肢パーツ再生』プロジェクトがメ

ンテナンスした中古のパーツを視察、選定してルワンダで役立てます。 

夫妻は、２０１５年６月にも来学し、講演を行っており、当時聴講した学生は、義

肢を必要とする国の現状を再認識し、プロジェクト発足のきっかけとなりました。設

立メンバーから活動を引き継いだ現メンバーは、講演を通じて活動の重要性を改めて

共有し、夫妻を通じてルワンダに思いを込めてメンテナンスした義肢パーツを届けま

す。 

つきましては、開催概要をお知らせしますので、取材で取り上げていただきたくよ

ろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【開催概要】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１．開催日時：２０１８年２月９日（金）１０：００～１１：３０ 

２．場 所：東広島キャンパス３号館４階３４１教室（東広島市黒瀬学園台５５５－３６） 

３．対  象：『義肢パーツ再生』プロジェクトメンバー、本学学生 

４．そ の 他：講演会終了後、３号館１階の製作実習室に移動し、夫妻と『義肢パー

ツ再生』プロジェクトによるパーツの視察、選定を行います。 

 
        
■取材の申し込みおよび内容に関するお問い合わせ先 
学校法人常翔学園 広報室（坂井） TEL：0823-27-3102 携帯：090-3038-9927 

ルワンダを事例に義肢のニーズ知る講演会 開催 
『義肢パーツ再生』プロジェクトが現地に届けるパーツの選定も 

【２月９日 東広島キャンパス】 

講演するルダシングワ夫妻（２０１５年６月） 

※『義肢パーツ再生』プロジェクトとは・・・ 

義肢装具学専攻の学生が２０１５年 

に設立。使用する人が成長したり亡 

くなったりして、使われなくなった 

義肢を引き取ってメンテナンスし、 

必要とする国の人々に届けることが 

目的。正しく活用してもらうため、 

送り先の選定を慎重に行っている。 


